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平成２４年度岐阜県における児童生徒の学習状況調査 

実施概要 

１ 調査の目的 

全県的な児童生徒の学習状況及び学習に対する意識等を把握・分析し、県教育委員

会及び各市町村教育委員会の教育施策の改善を図るとともに、各児童生徒の学力が確

実に向上するよう各学校における指導の改善に役立てる。 

２ 調査の方法 

（１）期日 平成２５年１月１５日（火）～１月１８日（金）の期間 

（各学校において日程及び実施時刻を定めて実施） 

（２）対象 ・県内の公立及び国立大学法人の全ての小・中学校（小・中学校に準ずる教

育課程で学習している児童生徒が在籍する県内の特別支援学校の小学部、

中学部を含む） 

・参加校 ：小学校 ３７６校、中学校 １８９校 

・実施児童生徒数 ：小学校 第４学年 19,635人、第５学年 19,735人 

  中学校 第２学年 19,173人 

３ 調査内容 

 ペーパーテスト 児童生徒質問紙調査 学校質問紙調査 

対
象 

 小学校第４・５学年 中学校第２学年 小学校第４・５学年 

中学校第２学年 

小学校、中学校 

教
科 

国語、社会、算数、 

理科 

国語、社会、数学、 

理科、英語 

調
査
内
容
・
方
法 

学習指導要領に示す内容のうち、ペー

パーテストで調査を行うことが適当なも

のについて、「基礎的・基本的な知識・

技能」や「知識・技能を活用する思考力・

判断力・表現力」をみる問題を出題し児

童生徒の学習状況を調査した。 

児童生徒の各教科
の授業における意識
や家庭学習への取組
状況、家庭での保護
者とのコミュニケー
ションの状況等をア
ンケート形式で調査
した。 

各学校にお

ける指導方法

に関する取組

等をアンケー

ト形式で調査

した。 

 

結果概要と分析 

 結果の概要 

○過去の本調査問題のうち、今回の調査問
題の正答率と経年比較が可能な問題の
約８割は、正答率が増加しています。 

△設問ごとの平均正答率は全体的に高いも
のの、５割前後にとどまっている問題もあ
り、課題となる力が見られます。 

○「授業が分かる」と回答している児童生徒
が８割を超えています。 

△「自分から進んで勉強しようとする気持ち
がある」「勉強が好き」と回答している児童
生徒の割合は平成１９年度の本調査以
降、増加が見られません。 

分析 
各学校における基礎学力定着のための、
①～③の取組に、一定の成果があったと
考えられます。 
①学習状況を分析し指導改善を行ってきた。 

②習熟度別少人数指導等、学習状況に応じた

指導を充実させてきた。 

③家庭と連携して、学習習慣や生活習慣の定

着を図ることに努めてきた。 

児童生徒が学習内容に興味・関心を高
め、主体的に学んで「分かった」と実感でき
るよう、教材研究を一層充実させ、指導改
善を進めることが必要です。 
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＜正答率の増加が顕著な具体事例＞ 

国語 

・互いの立場や意図
をはっきりさせな
がら、根拠を明確
にし、筋道を立て
て話す力（小５） 

社会 

・生活の変化や向上
に尽くした先人に
ついての知識・理
解（小４） 

算数 
数学 

・分配法則を使って
多項式に数をかけ
る計算をする技能
（中２） 

理科 

・水の流量と流水の
働きの関係を調べ
る実験を計画する
力（小５） 

英語 

・相手の話が聞こえ
なかったときに聞
き返す表現の知識
・理解（中２） 

 

経年比較が可能な問題の正答率の変化 
全問題数３０９問のうち比較可能な９６問について 

問題数 
正答数の変化 

数学中２ H22 64.0％→H24 80.1％ 

社会小４ H22 39.6％→H24 83.8％ 

英語中2 H22 40.5％→H24 86.4％ 理科小５ H20 54.4％→H24 71.8％ 

ペーパーテストの結果概要 

 

□過去の学習状況調査（直近の平成２２

年度又は平成２０年度）問題のうち、

今回の問題の正答率と経年比較が可能

な問題※について正答率を比較したと

ころ、約８割は正答率が増加していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設問ごとの平均正答率は全体的に高いものの、５割前後にとどまっている問題もあり、

課題となる力が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜おおむね身に付いている力と課題となる力の具体事例＞  ○：おおむね身に付いている力 ●：課題となる力 

国語 

○目的に応じて、文章の要旨を捉え、文章の構成や展開などを理解する力、話し手の意図を捉え
て聞く力や論理的な構成・展開に注意して聞く力 

●記述式で解答することや条件・目的を踏まえて書く力、複数の文章などから必要な情報を集め
自分の考えをまとめる力 

社会 

○地域の人々の諸活動などの社会生活についての知識・理解、広い視野から見た我が国の国土や
歴史ついての知識・理解、地図を活用する力 

●社会的事象の意味や意義を解釈する力、各種の資料を活用して考えを深めていく力、多面的・
多角的に考察する力 

算数 
数学 

○四則計算や文字を含む式の計算などの基礎的な計算技能、面積や角の大きさを求めるなどの技
能、十進位取り記数法や数の相対的な大きさの理解 

●乗法や除法の意味理解、割合の意味理解、数学的な結果を事象に即して解釈し、成り立つ事柄
を判断し、その理由を数学的な表現を用いて説明する力 

理科 

○生物が育つ過程に関する知識・理解や、発芽や消化に関する実験を計画する力、顕微鏡観察や
気温測定の技能 

●学んだ知識、技能を日常生活に当てはめて用いたり、学んだ知識、技能を活用して観察、実験
の結果を分析し解釈したりする力 

英語 

○具体的な内容や概要・要点を聞き取ったり読み取ったりする力、場面に応じた適切な言語材料
の使い方についての知識・理解 

●適切な語彙や文の構造を用いて英文を書く力、読み取った内容に対する自分の考えとその理由
を英語で書く力 

 

国語小５ H22 47.5％→H24 80.9％ 

※正答率が比較可能な問題とは、同一問題であるとは限りません。 


